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 Ro6ε.(}.Harrisonに始まった組1翻音義は種々の変遷を経て組織片単位の培養より細胞
 単位4)培養へと移って来た。然るK培養された細胞の同定についての検討はまだ十分とは言い難
 い。のって藩老は正常初期人胎盤の細胞培養を行い,この培養細胞を形態的に分類し,その各細
 胞に細胞化学的検索を加え,またAcridineOrange色素(以下A.0色素と略〕を用いた
 二次螢光でもつて観察し,それぞれの各細胞の同定を試みた。
 研究材料及び研究方法
 1)人工妊娠中絶時に得られた初期八胎盤を直ちにH鋤㎏,液に入れ保存した。次いでP.B、S
 兼たばRina■邑ini液で数回洗い,最後にRi且a■alni液を入れた別個の滅菌シヤ～レ内に
 材料を浮游させながら眼科用鋏みで出来る限り絨毛のみを細切し,その切片をトリプシン含有の
 1えina■〔Lini液iて入れMaglne七ic8七1rrerで遊離した韻1胞数力…20x50×コ04/CC
 になるまで回転した。これを浮遊濾3鍾器で濾過し,この沈渣1にL・D液80%とCa■f6er-
 u皿20%を加え20〉(1配/CCの細胞浮游液を作った。この細胞浮游液を使用目的によって
 Tじ15型及び4円型培、養狐またはearre■瓶D5、5に分注し,染色が目的の場合には後者に
 ヵパー・グラヌを入れ,レ・'ずれも57℃で静置培養した。塩類培地としてエ・.D液の他にYLD液も
 用いた。血清は主にGalf8erumを1使用し培地は原則として隔日に交換した。そしてこの培
 養細胞を位相差顕微鏡的観察及びσiem8a染色によ∫フ形態的に分類し,この分類された各細胞
 に前記のGi61n8a染色の他に脂肪,乱■ka=LillePhos三)土1aむase,acid.pho卜〕P亘a七一
 a99,g■ykogGn,R淑.A=、.D訓諭,の名・染色を行い,細胞化学的に観察し掲対照として
 HeLa株細胞,FL様細胞亭』様細胞を用いた。
 2)汽.0色素染色のための材料として穏述の如くトリプシン処理によって得られた細胞(以
 「こ課11脱細1泡とi略)を用途に1応じ,1`)はそのままヌラィドグラヌに寿とし自然乾燥させたのちメタ
 ノールで30秒固定した。他は前述と同様に静置培養した。組織学的検査は初期人胎盤を10%
 フォルマリン液で固定し,厚さ4μのパラアイン・切片を作成して観察した。この他に前記の株細
 胞を対照として用いザこ。
 剥脱細胞及ぴ培養liltl馳並びに株細胞1まメタノールて30秒固定させA.O色素10・00倍溶液
 で15秒染色し狙犠切片は回漕戴で50秒間染色し両者共直ちに鏡検した。螢光顕微鏡装置とし
 0ヒ源に,千代田'、HL250乞弔い,紫外誘1フ'1ルター1まイワキBG12,接眼フィルターはイワ
 キY4を使用した。
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 培養細胞並びに剥1診と細胞は形態的観察により次の5型に大男扮類された。1〕多核巨大細胞:
 次に述べる上皮様細胞の2倍から6倍の大きさ即ち約e.107・耽から0.て46朋の直径をもち,
 核は数個から多い場合ぽ5巳数個を有し,なか1硫は比較的大きい核小体を有しているものもあっ
 た。またこれと技別に細1泡体の大きさは!同じ位であるが核が非常に小さく,上記紬1抱懐の1/8
 位の大きさで60数個の核を有している細胞も鏡検出来た。2)上劇論御腹;円形,楕円形乃.至
 は多辺形奮なし直径は約0.臼25脇で核は円形乃至は楕円形で細胞体に比して太きぐ,数は殆ん
 どの場合て個であった。3)紡錘形細胞:細く長く紡錘状で核は1個乃至数個有していた。
 これらの紐!胞群1処後記の租1々の染色を行:い細1抱イヒ学的に杉瞬サし次の結果を得た。即ちGiems3・
 染色によう多核巨大細胞の核は濃い好塩基性に,細胞質はうすい好酸性に,核・暦本はより好塩基
 性に,染色された。Sud.an肛による脂肪染色は良く陽性を示し,a■kalirlephOSPha-
 ta8g,乱cid-ph。sphata39も良く染つた。更に剥脱細胞に於け'る多核巨大細胞のPAS
 反応は陰性または弱陽性てあった。上皮様細胞はGiemsa染色により核はうすい好塩基性に,
 細胞質にt逆にやや濃い好酸性に染まり,脂肪染色は細胞質に屡五陽1生を示した。戯ka]、ine
 phospha七ase及びaciaPh∩SPhataseは陰性であった。紡錘形細胞rtGie111sa
 染色に,1こり核は好酸性に細胞質は好塩基性に染色された。脂肪染色てぽ核の附近に脂肪願才二立が著
 明に認められた。g■γkogenは陰性てあった。a■ka■inephosp紅a芯ase及びacid-
 P互08i)ha算8eは陰性であった。
 更にトリプシン処理後の魚"悦細胞及び培養細胞,そ・れに対照として正常初期人胎盤を用い,こ
 れ,らのA.o染色による二次螢光について観察した。正常初期人胎盤に於けるSy'ncytium
 細胞(以下8細胞と略フの核は強く輝く緑黄色,緑と黄色の螢光を発し細胞質はうすい緑燈色を
 呈した。一般に・Lang亘an6細胞(以下L細胞と1略,1'd化してその螢光は強かった。そしてL細
 胞核は緑黄々色乃至は黄々橙色を呈し,細胞質は澄黄色また口:橙色を呈し,明かにS細胞と色調
 的に判別可能てあった。結合織細胞核は緑黄冷色を呈したがS細胞核のように強い輝きはなかっ
 た、膠原線維1成橙色よP赤色を呈した。
 トリプシン処理直後の剥脱細胞群の中の多核巨大細胞の核ば緑黄色乃至は緑黄々色の螢ラ1聴発
 し,湘胞質は縁橙色または橙黄色を呈した。上皮様細胞の骸は緑黄々色または疏々緑色を呈し細
 胞質は雌黄'色乃至橙色を示した。日数を経過した培養細胞のA.O染色による所見は多種多様で
 あった。即ち培養5日目にすでに大多数の細胞が長波長の叢光色調を呈しているものもあり,ま
 た培養6無屈に方全てL細包の・色調に良く類似した螢光色調を呈・ナる上皮様細胞も鏡検出来た。
結 論
 以上の実験成績より著者は次の如き結論を得た。即ち培養細胞は形態的に5型に分類出来た。
 そして多核巨大細胞はS細胞由来であり,上皮1辮鵬包はL細胞から,また紡錘形細胞は間葉由来
 のものであることを知った。そ'してA.O染色による螢光'色調をフド1揖キ少ることにより培i養細胞の
 活性度をも推測出来た。
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 審査結果の要旨
 細胞培界が成功するように魚つたが,培養された細胞が母組織の何れに属するものであるかと言
 うことを同定する研究は未だ十分ではない。策者は初期人胎盤をトリプシン処理後培養して裾た細
 胞につき,諸種の染色を施し,そ・の成績から同定を企て次の成果を得ている。
 1)培養された細胞を位相差顕微鏡お・よびGiem8a染色によわ形態的に,巨大多核細胞,.h皮
 2)コ1厩ddi脂肪染色では母組織のジンチチウム細胞(以下S細胞と略)は赤色に良染し,
 Langh撒s,1郷魯(以下L細胞と略)は染色しなかった。然るに培養細胞はすべて良染し,この
 面からの同定は成功したかった。
 5)Alka].ingI)hosp且a七a8GをLi30n変法で染色するに母組織のS細胞は良染され
 たがL細胞でをdl染色さ1}1.なかった。培養細胞では巨大多核細胞のみがよぐ染色されたG
 4)グリコーゲンをBe8七法で染色するに母組織のS細胞はグリコーゲン陽性であるに反し,
 L細胞,絨毛間質などではS細胞ほど著明で;なかった。培養細胞ては巨大多核細胞は弱)へ赤色に染
 ・つたが紡錘形細li卜1け全然染らなかった。
 5)RN1、,DNAをBraC上上モ)七法で染色するに,母組織の3部!胞およびL細廻の核1ま緑色
 (D齢)に著.巌頂はピンク色(RNA)に染つたが,こσ)特徴は培養細君笹ξも同程度で,この画から
 よ1二麟ぐなかった0
 6)Aci縄phospr比・ヒaseを武内一田一ヒ法で染色するに,s細胞の核および細胞質は黒褐
 ,L細胞の細胞質は比較的弱く染まった。脱落膜細胞,羊膜は染らなかった。培養
 細胞ては巨二た多核細lllilのみが黒褐色に箔免した0
 7)アクリジン・オレンジで染色したと啓発する二次螢元を観察す2.に,S細胞核は強く輝く緑
 黄色または緑々黄色の螢光を・発し,細胞質はうすい緑左いし橙色を呈した。L細胞核は緑黄々色な
 いし黄々橙色を呈し,細胞ノ霞は澄黄色または1登色を是と.、,総体的にS細1廻螢光よりも馨易かつた。絨
 毛基質の結合織細胞渋は緑黄女色を呈したがS細胞核のようた強い輝きはなかった。トリプシン処
 理により衆ll脱細胞の二次螢光を見るに多核巨大細胞は㌶田胞に,」二皮様細胞はL細胞に類似の螢光
 を呈した。また培養12時間後の緬錘形細胞ヒt結合織に類似の螢光を呈した。
 以上より多核巨大細1卸はシンチチウム細触t]来,一ヒ皮様細胞はLanghans細胞由来・紡錘形
 細胞は結合滋由来と判断され,また空胞所有は環境不良.により生ずるものであると考えられた一一
 として登り,この論文は学位授与に1直するものと判定する。
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